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「
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
と
報
道
」
を
テ
ー
マ
に
人
文
科
学
研
究
所
（
所
長

∥
小
山
利
彦
文
学
部
教
授
）
の
公
開
講
座
が
１２
月
４
日
、
１
０
０
人
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
た
。
講
師
は
、
藤
森
研
文
学
部
教
授
（
元
朝
日
新
聞
論
説
委
員
）。

東
日
本
大
震
災
は
、
２
万
人
も
の
死
者
・
行
方
不
明
者
と
多
く
の
被
災
者
を
出

し
、
さ
ら
に
過
去
に
例
の
な
い
原
発
事
故
も
起
き
た
。
未
曽
有
の
広
域
・
複
合
災
害

を
新
聞
は
、
ど
の
よ
う
に
報
じ
、
ど
ん
な
課
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
の
か
―
―
。

藤
森
教
授
は
、
マ
ス
コ
ミ

倫
理
懇
談
会
の
依
頼
で
、
震

災
翌
日
の
３
月
１２
日
か
ら
３

カ
月
間
、
全
国
紙（
在
京
紙
）

６
紙
と
被
災
県
な
ど
の
地
方

紙
７
紙
の
報
道
を
調
査
。
１

面
ト
ッ
プ
、
準
ト
ッ
プ
、
第

１
社
会
面
ト
ッ
プ
の
記
事
を

▽
地
震
・
津
波
の
被
害
状
況

▽
そ
の
復
旧
・
復
興
な
ど
▽

福
島
原
発
の
爆
発
等
と
対
応

▽
放
射
能
の
影
響
▽
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
▽
政
局
▽
そ
の
他

の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
１１
項
目
に

分
類
、
整
理
し
た
。

そ
し
て
、
報
道
の
内
容
と

そ
の
時
間
的
変
化
、
各
紙
の

報
道
内
容
の
違
い
、
取
材
で

直
面
し
た
課
題
、
各
社
の
主

張
（
論
説
な
ど
）
な
ど
を
多

面
的
に
検
証
・
分
析
。
さ
ら

に
、
今
後
の
新
聞
報
道
へ
の

提
言
に
ま
で
及
ん
だ
。

藤
森
教
授
の
講
演
の
一
部

を
紹
介
す
る
と
…
…
。

各
新
聞
社
は
、
今
回
の
災

害
に
対
し
臨
時
・
特
別
態
勢

を
組
み
、
継
続
的
に
震
災
・

津
波
、
原
発
事
故
を
報
道
し

た
。
地
元
紙
は
津
波
被
災
を

手
厚
く
報
じ
た
が
、
全
国
紙

は
原
発
報
道
を
重
視
し
た
の

で
は
な
い
か
―
と
い
う
声
も

あ
っ
た
が
、
全
国
紙
は
お
し

な
べ
て
両
方
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
取
り
上
げ
て
い
た
。

報
道
量
の
差
が
出
た
の
は

菅
直
人
首
相
（
当
時
）
退
陣

問
題
な
ど
政
局
報
道
。
全
国

紙
は
大
き
く
扱
っ
た
が
、
被

災
地
４
紙
は

冷

め

て

い

た
。
特
に
不

信
任
案
が
否

決
さ
れ
た
翌

日
の
福
島
民

報
の
社
説
で

は
、「
復
興
、

原
発
そ
っ
ち

の
け
で
政
争

に
走
り
回
る

議
員
た
ち
に

多
く
の
被
災

者
は
怒
り
を

あ
ら
わ
に
し

て
い
る
」
と

批
判
し
て
い
る
。

原
発
報
道
に
関
し
て
は
、

政
府
の
区
域
設
定
に
従
う
の

み
で
事
故
現
場
取
材
は
ほ
と

ん
ど
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
っ
た

も
の
の
、
各
紙
の
姿
勢
は「
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順

守
）
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と

批
判
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い

面
が
あ
る
。

ま
た
、
「
政
府
や
東
電
と

共
に
情
報
隠
し
を
し
て
い

る
。
大
本
営
発
表
と
同
じ
」

と
い
う
批
判
も
聞
か
れ
た

が
、
必
ず
し
も
当
た
っ
て
い

な
い
場
合
も
多
い
。
た
だ
、

国
民
の
パ
ニ
ッ
ク
を
警
戒
す

る
と
い
う
�
父
性
主
義
�
が

働
い
た
と
は
言
え
よ
う
。

原
子
力
発
電
所
の
今
後
に

つ
い
て
は
、
全
国
紙
で
は
読

売
、
産
経
、
日
経
が
原
発
維

持
、
朝
日
、
毎
日
、
東
京
が

脱
原
発
と
色
分
け
さ
れ
た
。

地
方
紙
で
は
岩
手
日
報
、
新

潟
日
報
、
熊
本
日
日
が
原
発

廃
止
。
地
元
の
福
島
民
報
と

福
島
民
友
、
河
北
新
報
、
静

岡
新
聞
は
、
立
場
を
明
確
に

し
な
い
「
中
立
」
と
し
た
∥

図
参
照
。

分
析
は
さ
ら
に
、解
説
、特

集
、
連
載
記
事
、
そ
し
て
写

真
、連
載
漫
画
に
も
及
ん
だ
。

藤
森
教
授
は
「
福
島
原
発

の
検
証
報
道
を
繰
り
返
し
進

め
、
全
容
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の

世
界
へ
の
責
任
だ
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
見
直
し
へ
議
論
の

場
を
つ
く
る
こ
と
も
求
め
ら

れ
て
い
る
。
津
波
被
災
に
つ

い
て
は
、
家
族
や
家
を
失
っ

た
人
た
ち
の
生
活
、
商
工

業
、
農
漁
業
の
再
建
な
ど
の

課
題
を
、
息
長
く
ど
う
報
道

し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い

る
」
と
結
ん
だ
。

人
文
科
学
研
究
所
の
公
開

講
座
で
藤
森
研
文
学
部
教
授

が
報
告
し
た
「
東
日
本
大
震

災
・
原
発
事
故
と
報
道
」
の

新
聞
調
査
に
は
藤
森
ゼ
ミ
生

１９
人
が
参
加
し
た
。
う
ち
４

人
（
全
員
３
年
次
）
に
、「
新

聞
を
読
み
こ
み
・
比
較
す

る
」
こ
と
に
よ
っ
て
感
じ
た

こ
と
を
聞
い
た
。

調
査
で
は
、
在
京
６
紙
と

地
方
紙
７
紙
の
計
１３
紙
の
紙

面
（
３
カ
月
分
）
を
、
「
各

面
を
読
み
、
見
出
し
を
取
り

出
し
、
内
容
を
ま
と
め
た
」

（
小
田
中
悠
紀
さ
ん
）
。
膨

大
な
資
料
と
時
間
を
か
け
て

取
り
組
み
、
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー

ム
ま
で
利
用
し
て
作
り
上
げ

た
「
ゼ
ミ
生
た
ち
の
汗
の
結

晶
」（
藤
森
教
授
）
だ
。

解
説
面
を
担
当
し
た
河
合

彩
花
さ
ん
は
「
読
ん
で
い
く

う
ち
に
各
紙
の
『
押
し
た
い

と
こ
ろ
』
が
見
え
て
き
た
。

被
災
者
目
線
か
、

マ
ク
ロ
目
線
か
な

ど
の
違
い
が
あ
っ

た
」。地

方
紙
の
１
面

ト
ッ
プ
・
準
ト
ッ

プ
担
当
の
本
村
茜

さ
ん
も
「
新
聞
は

ど
こ
も
同
じ
、
事

実
を
伝
え
る
だ
け

と
思
っ
て
い
た

が
、
読
み
比
べ
る

と
各
紙
に
違
い
が

あ
る
と
わ
か
っ

た
。
特
に
岩
手
日
報
は
『
立

ち
上
が
ろ
う

岩
手
』
と
い

う
見
出
し
が
躍
り
、
復
興
を

目
指
す
紙
面
づ
く
り
を
鮮
明

に
し
て
い
た
の
が
印
象
に
残

っ
た
」
と
話
す
。

横
山
み
な
み
さ
ん
（
木
村

さ
ん
と
同
じ
担
当
）
は
「
原

発
記
事
に
関
し
て
は
、
当
該

地
方
紙
の
役
割
を
感
じ
た
」

と
い
う
。

ま
た
、
「
ニ
ュ
ー
ス
は
ネ

ッ
ト
で
も
読
め
る
が
、
信
頼

性
の
点
で
は
新
聞
が
一
番
。

そ
の
こ
と
を
改
め
て
知
っ

た
」（
本
村
さ
ん
）
と
も
。

学
生
た
ち
は
、
膨
大
か
つ

詳
細
な
調
査
活
動
で
新
聞
に

対
す
る
見
方
が
変
わ
り
、
ほ

か
の
メ
デ
ィ
ア
と
の
違
い
を

実
感
し
て
い
た
。

◆
調
査
対
象
紙

▽
在
京
紙
∥
読
売
・
朝
日

・
毎
日
・
日
経
・
産
経
・
東

京

▽
地
方
紙
∥
岩
手
日
報

・
河
北
新
報
・
福
島
民
報
・

福
島
民
友
・
新
潟
日
報
・
静

岡
新
聞
・
熊
本
日
日

◆
調
査
方
法

各
紙
が「
何
を
報
じ
た
か
」

を
定
量
的
に
知
る
た
め
、
１

面
ト
ッ
プ
、同
準
ト
ッ
プ
、第

１
社
会
面
ト
ッ
プ
の
記
事
を

対
象
に
し
た
。
扱
い
の
違
い

を
加
重
的
に
見
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
３
、２
、１
ポ
イ
ン
ト

を
与
え
た
。調
査
、分
析
は
藤

森
教
授
と
藤
森
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

の
学
生
１９
人
が
担
当
し
た
。

人
文
科
学
研
究
所
は
、

１１
月
１２
日
に
も
公
開
講
座

「
シ
リ
ア
の
過
去
・
現
在

・
未
来
」
を
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
し
た
。
講
師

は
ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
マ
ン

ス
ー
ル
氏
（
シ
リ
ア
国
立

ア
レ
ッ
ポ
大
学
准
教
授
）
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
堀
江
洋

文
経
済
学
部
教
授
が
務
め
、

約
３０
人
が
聴
講
し
た
。

ア
ル
マ
ン
ス
ー
ル
氏
は
、

シ
リ
ア
の
歴
史
の
さ
ま
ざ
ま

な
側
面
や
独
裁
政
権
を
め
ぐ

る
抗
争
や
民
族
問
題
な
ど
、

現
代
の
シ
リ
ア
が
抱
え
る
諸

問
題
も
語
っ
た
。

昨
夏
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
中
に

撮
影
し
た
学
生
の
写
真
展
が

１
月
１３
日
か
ら
２４
日
ま
で
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
ト
リ

ウ
ム
で
開
催
さ
れ
た
。

経
済
学
部
国
際
経
済
学
科

の
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
論
」（
狐
崎
知
己

教
授
）
を
受
講
し
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、イ
ン
ド
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
ス
タ
デ

ィ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
学

生
１３
人
の
１０
作
品
。
現
地
で

出
会
っ
た
人
々
の
姿
や
一
瞬

の
表
情
を
切
り
取
っ
た
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
で
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
コ

ー
ヒ
ー
に
つ
い
て
の

リ
サ
ー
チ
活
動
を
し

た
栗
島
早
紀
さ
ん

（
経
済
２
）
は
、
下

校
中
の
小
学
生
を
カ

メ
ラ
で
追
っ
た
。「
子

ど
も
た
ち
に
話
し
か

け
た
ら
、
恥
ず
か
し

が
っ
て
一
斉
に
走
り

出
し
た
と
こ
ろ
を
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し

た
。
よ
く
見
る
と
ピ
ン
ト
が

少
し
ず
れ
て
い
た
り
、
手
ブ

レ
が
あ
る
の
で
す
が
、
大
事

な
の
は
子
ど
も
た
ち
の
姿
を

と
ら
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
」。

同
じ
く
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
活

動
し
た
佐
藤
未
来

さ

ん

（
同
）
は
「
学
校
で
言
葉
を

勉
強
す
る
小
学
生
た
ち
を
、

彼
ら
と
同
じ
視
線
で
撮
影
し

ま
し
た
」。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
フ
ロ
ー

レ
ス
島
の
海
辺
で
出
会
っ
た

村
の
人
々
の
笑
顔
を
写
し
出

し
た
古
川
裕
美
さ
ん
（
同
）。

「
カ
メ
ラ
を
向
け
た
ら
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
が
寄
っ
て
き

ま
し
た
。『
私
た
ち
の
島
を
写

真
で
知
ら
せ
て
』
っ
て
…
」。

「
金
賞
作
品
」
を
受
賞
し

た
の
は
、
メ
キ
シ
コ
市
で
ス

ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
支

援
活
動
を
体
験
し
た
鈴
木
千

里
さ
ん
（
同
）
。
つ
ら
い
過

去
を
語
る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

の
瞳
に
宿
っ
た
「
涙
」
を
と

ら
え
た
。

狐
崎
教
授
は
「
作
品
は
ど

れ
も
素
晴
ら
し
く
、
被
写
体

と
の
�
距
離
�
が
近
い
こ
と

が
分
か
る
」
と
た
た
え
た
。

写
真
展
は
、
今
後
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
随

時
開
催
す
る
予
定
。

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
論
」
は
途
上
国

の
人
々
の
立
場
に
立
っ
た
効

果
的
な
国
際
協
力
の
在
り
方

を
考
え
る
専
門
科
目
。
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
に
は
大
学
か

ら
補
助
金
が
支
給
さ
れ
る
。

文
・
板
坂
ゼ
ミ
生

文
学
部
日
本
文
学
文
化
学

科
は
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
と
ネ

ッ
ト
会
議
シ
ス
テ
ム
で
結

び
、
日
本
文
学
・
文
化
研
究

に
取
り
組
む
海
外
の
教
員
に

よ
る
遠
隔
授
業
、
海
外
の
大

学
生
と
の
共
同
授
業
を
行
っ

て
い
る
。

こ
の
ネ
ッ
ト
授
業
は
、
海

外
の
人
た
ち
が
日
本
の
文
学

・
文
化
を
ど
う
と
ら
え
て
い

る
か
を
知
る
絶
好
の
機
会
に

な
っ
て
い
る
。

１２
月
１３
日
は
、
板
坂
則
子

ゼ
ミ
生
３０
人
と
ド
イ
ツ
の
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
で
日
本

学
を
学
ぶ
学
生
４０
人
（
指
導

∥
ギ
ド
ー
・
ボ
ル
デ
リ
ン
ク

准
教
授
）
が
、
８
時
間
の
時

差
を
越
え
、
ド
イ
ツ
と
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
を
結
ん
で
共
同

授
業
を
行
っ
た
。
テ
ー
マ
は

「
不
思
議
…
奇
談
」。

日
本
時
間
午
後
４
時
１５
分

は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は

午
前
８
時
１５
分
。
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
「
グ
ー
テ

ン
モ
ル
ゲ
ン
」
で
始
ま
っ
た

授
業
は
、
日
本
側
・
板
坂
教

授
、
ド
イ
ツ
側
・
ボ
ル
デ
リ

ン
ク
准
教
授
が
進
行
役
と
な

っ
た
。

あ
ら
か
じ
め
作
っ
た
コ
ン

テ
ン
ツ
（
板
坂
ゼ
ミ
側
が『
ピ

ノ
キ
オ
』
と
『
春
雨
物
語
』

よ
り
「
二
世
の
縁
」
。
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
大
側
は
「
フ
ァ

イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
と

『
百
物
語
』
）
を
テ
ー
マ
に

し
、
交
互
に
発
表
。
活
発
な

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
１
時

間
３０
分
の
授
業
を
無
事
に
終

了
し
た
。

共
同
授
業
を
終
え
た
３
年

次
生
に
話
を
聞
い
た
。
「
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
の
学
生
は

日
本
語
を
学
ん
で
１
、
２
年

な
の
に
、
積
極
的
に
話
し
て

く
れ
た
。
感
激
で
す
」
（
児

野
良
子
さ
ん
）
▽
「
で
き
る

だ
け
分
か
り
や
す
い
コ
ン
テ

ン
ツ
を
作
っ
た
」
（
吉
川
綾

香
さ
ん
）
▽
「
ド
イ
ツ
の
学

生
た
ち
は
、
日
本
語
が
本
当

に
上
手
で
す
。
こ
ち
ら
も
い

い
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
」

（
木
村
真
暢
さ
ん
）
▽
「
和

気
あ
い
あ
い
で
進
ん
だ
。
こ

う
い
っ
た
授
業
は
楽
し
く
や

ら
な
い
と
続
か
な
い
。
い
い

雰
囲
気
だ
っ
た
」
（
内
沢
隆

志
さ
ん
∥
ゼ
ミ
長
）。

―
―
な
ど
、
刺
激
的
で
、

充
実
し
た
授
業
の
様
子
が
伝

わ
っ
て
き
た
。

シ
リ
ア
国
立
大
か
ら
講
師

「
笑
顔
」「
涙
」…
一
瞬
の
表
情
切
り
取
る

公
開
講
座「
シ
リ
ア

の
過
去
・
現
在
・
未
来
」

東日本大震災・原発事故 新聞はどう報道したか

海
外
Ｎ
Ｇ
Ｏ
参
加
学
生
の
写
真
展
開
く

―文・藤森教授が「人文科学研究所」公開講座で講演―

▲ 力作を前に狐崎教授と学生たち

学
生
ら
の
調
査
・
分
析
で
各
紙
の
違
い
も
明
ら
か
に

独
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
生
と
ネ
ッ
ト
授
業

海
外
で
の
日
本
文
学
・
文
化
受
容
を
再
認
識

◀

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大

の
様
子

「
新
聞
の
信
頼
性
感
じ
た
」

「
地
方
紙
の
独
自
性
鮮
明
に
」

調
査
担
当
の
藤
森
ゼ
ミ
生
に
聞
く

▶

講
演
す
る
藤
森
教
授

▲ 藤森教授（右端）と小田中さん、

本村さん、河合さん、横山さん

（左から）＝生田キャンパスで

▲

ネ
ッ
ト
を
通
じ
質
問

す
る
板
坂
ゼ
ミ
生
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